
第４学年 算数科学習指導案 
                            日 時 平成２８年５月２３日（月）第６校時 
                            場 所 ３・４年教室 
                             
１ 単元名   ４ わり算の筆算 
 
２ 単元の目標 
  桁数が増えても計算原理や方法は同じと考え，２，３，４，５位数を１位数でわる計算原理や方法を理解

し，筆算で計算することができる。また，「商」の用語とその意味を理解し，「除数×商＋あまり＝被除数」

の関係を用いて，除法の確かめをすることができる。並びに，何倍かを求めたり，１とみる大きさを求めた

りするときに除法が用いられることを理解する。 
関 数の相対的な大きさや既習の計算のしかたをもとに，２，３，４，５位数÷１位数の計算方法を進ん

で見いだそうとする。 
考 ・２，３，４，５位数÷１位数の計算のしかたを，既習の計算方法をもとにして考える。 
  ・何倍かを求めたり，１とみる大きさを求めたりするときにも除法が用いられることをテープと数直 
   線の図を用いて考える。 
技 ・２，３，４，５位数を１位数でわる筆算の手順に基づいて，計算が筆算で確実にできる。 
  ・「除数×商＋あまり＝被除数」の関係を用いて，除法の計算の確かめをすることができる。 

  知 整数の除法において，被除数，除数，商及びあまりの間の関係について理解する。 
   

３ 教材観 
  児童は，本単元でわり算の筆算を学習する。既習のかけ算九九を１回適用するわり算の学習（3年時）を
もとに，徐々に被除数の数範囲を拡張していく。（なお，本単元では除数が１位数のわり算を扱う。） 
  今回の学習指導要領から，３学年で６３÷３程度のわり算の計算まで学習することになった。かけ算九九

１回適用の範囲を超えても計算できるかを考えさせることは，習得したことをもとに活用の範囲を広げると

いう意味で３学年において扱うことは有意義である。 
  そこで４学年では，７２÷３といった十の位の数がわりきれない除法の学習から展開される。これは，６

０÷３を十の位と一の位に分けて考えれば計算できると理解した児童にとっては，被除数を７０と２にわけ

てしまい，どうしたらよいかわからなくなってしまう。このような困難さをともなった計算から導入し，徐々

に被除数の数範囲を拡張して，筆算で形式的に処理するよさを味わわせていくようにする。 
  本単元においては，１位数でわる計算についての完成をめざすことをねらいとしている。従って，計算の

し方の理解，及び形式的に処理する力を十分身につけさせる工夫をしていかなくてはならない。筆算の「た

てる→かける→ひく→おろす」のアルゴリズムを確実に定着させるように指導していく。そのために本時は

空位のある筆算を取り上げ，位取りを意識して計算できる力をつけたいと考える。 
  なお，本単元では，除法の場面でテープと数直線の図，ことばの式を適宜扱っている。これは，今後学習

していく小数や分数の除法の意味や方法を分かり易く理解していく上でも必要になる。児童自ら説明すると

きに，整数の場面から適宜扱い，テープと数直線の図，位の部屋の図と式を関連づけながら考えさせていく。

そうすることで今後の少数や分数の学習にもつなげていきたい。 
 
 
 
 



〈関連と発展〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 児童観  
  ４年生は，男子２名・女子３名の合計５名である。学習については，まじめに取り組む児童が多く，基本

的な計算技能もほぼ身についている。算数については，簡単に答えが出せる計算などはこつこつ取り組める

児童が多い。一方で，特に男子は自分の答えに自信がもてないと挙手できないことが多く，女子の発言に続

いての発言になることが多い。しかし，ほとんどの発問に５名全員が自分の考えをもって発言しようとする。

４月から算数の授業の進め方を再確認して取り組み，少しずつ学習の進め方やパターンが身につきつつあり，

課題づくりはほぼ自分たちの言葉で作ることができるようになっている。 
  乗法の学習では， 

２０３×３０６のような十の位が空位の計算の場面で，０の計算を省く時に位取りを間違う 
    ２０３     ２０３ 
   ×３０６  を ×３０６   と計算する。 
   １２１８    １２１８ 
  ６０９      ６０９  
  ６２１１８    ７３０８ 
２０３×１０３のような計算で，２０３×３＝６９と十の位の０を落とす。 
    ２０３      ２０３ 
   ×１０３  を  ×１０３  と計算する。 
    ６０９       ６９ 
  ２０３       １０３  
  ２０９０９     １０９９ 

 など，０の扱いの場面で位ごとに計算することの意味の理解不足が目立った。 
本時は除法での０の扱いの学習となる。本来は３位÷１位の徐法とともに１時間扱いのところ，乗法にお

ける児童のこのような実態から，０の扱いを丁寧に扱うために２時間かけて学習することとした。 
  本単元のわり算の筆算を支える土台となる学習には，乗法九九を１回適用し，あまりのない（またはある）

４年 13 小数と整数のかけ算わり算  
５年 ５ 小数のわり算 
・小数÷整数，整数÷小数 
・小数÷小数の計算原理，方法筆算 
・わり進みの計算 
・商の処理 
・何倍かを求める除法 

５年 17 分数と整数のかけ算・わり算 
６年 ４ 分数のわり算 
・分数÷整数，分数÷単位分数，分数÷

分数の計算原理，方法 
・逆数の意味と求め方 
・除数による商と被除数との大小関係 
・整数，小数，分数の混合計算 
・分数倍と除法の関係 

４年 ４ わり算の筆算 
・２，３，４，５位数÷１

位数の計算原理，方法，

筆算 
・あまりのある除法の確か

め 
・何倍かを求める除法 
・１とみる大きさを求める

除法 

４年 ８ ２けたでわる計算 
・２，３，４位数÷２，３

位数の計算原理，方法，

筆算 
・計算のきまり 

３年 ６ わり算 
・除法の意味と立式 
・乗法九九１回適用のあま 

 りのないわり算 
・何倍かを求める除法 
・０や１の除法 

３年 ９ いろいろなわり算 
・乗法九九１回適用であま

りのある除法 
・あまりと除数の大小関係 
・あまりを処理する除法の

問題 
・除数が１位数で商が２位

数の除法 



わり算や，その元となるかけ算九九がある。個別に事前の調査で個の学習状況を実態として把握し，本単元

の指導援助に生かしていく。また，計算力については，プリントや宿題等から評価できるが，計算過程の説

明ができることや「たてる・かける・ひく・おろす」の４つの計算の順序が正しく身につくようできるだけ

授業の中で説明を書かせる活動や話す活動を入れていく。本時についても，自分の計算方法をペア交流の場

面でお互いに言葉で説明する場面を設けていく。 
 
５ 研究主題 

 
 

 研究内容（１）既習事項を活用し，豊かに表現するための算数的活動の充実 

① 自分の考えを持つための算数的活動の工夫 

 ・「位の部屋」の活用 

   「位の部屋」を活用することで，除法の筆算を位を意識して計算するように意識づけていく。 

 ・より多様な考え方から「より速く，簡単で正確にできる」を目指してどの考え方がよいか考えさる。 

   本時では０を省いて計算することの有効性を，０の計算をする方法と比べることで省いて考えてもよい

こと，そのほうが速く計算できることから判断させる。個人追究の場面で，０の計算をする児童がいない

場合は教師から示し，考えさせる。 

② 自分の考えを確かにし，活用していくための交流やまとめ方の工夫 

・自分の計算した過程をペア交流の場面で順に話す場面を設定し，「たてる・かける・ひく・おろす」の４

つの計算の順序が正しく理解され，身につくようにする。 

研究内容（２）基礎的・基本的な知識・技能の習得や定着を図るための見届けと，指導援助の工夫 

① 見届けの充実（「西濃の授業これだけは」の具現） 
・見届けサイクルの工夫 
既習事項の把握を図るために，単元に入る前に指導資料の「準備」の活用や，朝の計算タイムを利用し 
て１００ます九九の計算に取り組ませ，個の学習状況を把握に努める。 
前時までの実態を把握し本時つけたい力を明確にし，机間指導に活かす。また，授業での児童のつまづ

きを予め予想し，それに対する手立てを単元指導計画に位置付け，授業で活かせるようにする。特に乗法

の学習で０の扱いでつまづきの見られた児童については，個人追究の場面で重点的に机間指導をしていく。 
また，単位時間の授業の中で段階的に評価・確認を行う事で，どの子をも確実に見届けていく。そのた

めに指導案の中に３回評価・確認のポイント（個人追究の場面，一般化の場面，練習問題の場面）を明記

し，それを確かめながら授業を進めていく。 
・単位時間における習熟や定着を図る活動の位置づけ 

個人追究では自分の考えを順序立てて書くよう机間指導をする。全体交流では少人数のよさを生かして

全員が説明できる場の確保をし，見届ける。 
個人追究，全体交流の後，もう１問，問題を位置づけ，一般化を図る。その後，まとめ，最後に技能定

着のための練習問題に取り組む時間を位置付ける。さらに，できれば「レッツトライの問題」にも取り組

ませていく。 
② 実態把握をふまえた個に応じた指導援助のあり方 
・県学調や単元の実態把握をふまえた単元・単位時間における個に応じた指導・援助の工夫 
   県学習状況調査でも空位のある乗法や除法，筆算における位の意識といった点に弱さがあると言われる。

これは位ごとに計算するという意識の弱さによると考える。本時は空位のある除法を取り上げ，児童に「位

の部屋」を意識した筆算のし方を身に着けさせる。 

考えを練り合い意欲的に追究する児童の育成 
～算数的活動の充実と個に応じた指導援助の工夫～ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 本時のねらい 
 ３位数÷１位数の計算で，乗法の計算時に０の計算は省いて計算できたことを元に商に空位がある場
合の除法を工夫して筆算で計算することを通して，０の計算は省くと計算がより速く，簡単にできるこ
とが分かり，位を意識して，わり算の筆算が確実に計算できる。 
 
７ 本時の学習展開（７／１３）                                                   ☆人権の視点 

過程 学 習 活 動 指導・援助 
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１ ９１７÷３の式で表される問題場面から，３位数÷１位数の計算の仕方を考え

るという課題を見付ける。 

 

 

・前の時間と同じように３ケタ÷１ケタの計算です。 

 

 

２ 前時と同じように計算できそうだという見通しをもち，個人追究する。 

 ア          イ         ウ つまづき 

   ３０５        ３０５          ３５   
 ３）９１７      ３）９１７        ３）９１７ 
   ９          ９            ９    
    １          １７           １７ 
    ０          １５           １５  
    １７          ２            ２ 
    １５  
     ２ 

３ ペア交流を位置付け，自分の考えをより 

深める。 

４ 全体交流をして，よりよい考え方を追究 

する。 

 

・ア，イの意見を比べることで，乗法の計算でも１位や１０位の０は工夫した

経験から，除法でも０の計算は省いて考えてよいことに気づかせる。 

 

 

 

５ 有効性の判断をして，一般化するための問題を位置付ける。 

 

 

       １３０ 
     ６）７８３ 
       ６   
       １８ 
       １８   
         ３ 

６ ０の計算はどの位にあっても省いて計算してよいことを確認する。 

 

 

 

７ 練習問題に取り組む。 

・鉛筆１の問題に取り組む。 

   終わった児童は P230 ５の問題に取り組む 

・３位数÷１位数の計算で，前
時の学習と同じように計算でき
るという見通しをもたせる。 

・課題づくりは児童が問題から
見つけ、発言できるよう、パタ
ーン化を図っておく。 

 
 
 

 
 
・個人追求で，０の計算を省い

て考えている児童には，０を省
いて計算できる根拠を問う。 
※商が３５となっている児童に

は，答えの見通しを立てさせる
ことで，十位の０を見落として
いること 

・ペア交流を位置付けて，相手
意識をもたせながら，どの子に
も１度は自分の考えを説明する

時間を位置付ける。 
・０の計算を省いて考えている
児童の考えを取り上げ，０を省

いて計算できる根拠を説明でき
るようにする。また，既習の考
え方を活用して考えを進めたよ

さを価値付ける。 
・イ，ウの考え方が児童からで
ない場合は提示し，比べさせる

ようにする。 
 
 全体交流において，どちらが

より簡単に速く計算できるかを
比べ，０を省いて計算すること
のよさを確認する。 

 
※２つ目の問題が０の計算を省
いて計算できているか見届け

る。 
→できていない児童には乗法の
時の学習を想起するよう助言す

る。 
・板書で，「０を省いて計算する」
ことをキーワードとして全員で

確認する。また，かけ算と比較
した後，同じ計算原理であるこ
とも確認する。このことを使っ

て，まとめを自分で書けるよう
にする。 
評価規準【考え方】 

 
 
 

 
 
※練習問題に取り組む中で，０

の計算を省く計算の定着を確認
する。 
☆ア，イを比較・検討をして，

どちらがより速く簡単に計算で
きるか比べる活動の中で，根拠
を明らかにして，より論理的に

考えることができる。（行動力） 

 

商に０が立つ計算のし方を

工夫し，答えの見通しをも

って正確に計算できる。 

９１７÷３のような３ケタ÷１ケタの計算を工夫して筆算でしよう。 

９１７÷３の計算のし方を考えましょう。 

問題 ７８３÷６の計算をしよう。 

前の時間のように３ケ

タ÷１ケタの計算で，

筆算で計算できる 

かけ算と同じように，

０の計算は省略でき

そうだ。 

 かけ算の時と同じように，商の一の位や十の位に０があるわり算では，０の
計算は省いて計算するとより速く，簡単に計算できる。 

十の位が０になる。 


